
社会経済国民会議年次総会。「新

しい経済成長とよりよき環境」

がテーマ（１９７５年�月１日）。

■

焦

眉

の

課

題

　

日

本

生

産

性

本

部

は

�

年

３

月

�

日

の

全

国

生

産

性

大

会

で

、

「

産

業

公

害

と

生

産

性

運

動

に

関

す

る

宣

言

」

を

発

表

し

た

。

「

労

使

協

議

制

」

を

強

化

し

な

が

ら

、

「

公

害

防

除

」

の

た

め

の

国

民

運

動

を

活

発

に

展

開

し

て

い

く

こ

と

を

呼

び

掛

け

た

も

の

だ

。

　

同

大

会

に

先

立

つ

３

月

�

日

、

日

本

生

産

性

本

部

の

社

会

環

境

委

員

会

は

『

産

業

公

害

と

生

産

性

運

動

』

と

題

す

る

中

間

報

告

書

を

作

成

。

「

公

害

防

除

へ

の

各

界

の

役

割

」

「

公

害

防

除

へ

の

労

使

協

議

」

「

防

除

費

用

の

負

担

」

「

防

除

技

術

の

開

発

」

及

び

「

国

民

運

動

の

推

進

」

を

内

容

と

す

る

も

の

で

、

こ

れ

が

「

宣

言

」

の

基

礎

を

な

し

た

。

宣

言

で

は

、

「

全

国

的

啓

蒙

運

動

の

推

進

」

を

次

の

よ

う

に

提

唱

し

て

い

る

。

　

「

関

係

各

方

面

を

糾

合

し

た

幅

広

い

啓

蒙

運

動

を

展

開

す

る

こ

と

も

、

焦

眉

の

課

題

で

あ

る

。

」

■

新

た

な

人

間

環

境

へ

の

挑

戦

　

同

時

に

、

こ

の

宣

言

の

基

に

な

っ

た

の

は

、

�

年

版

『

労

使

関

係

白

書

』

だ

っ

た

。

白

書

の

要

諦

は

「

提

言

：

人

間

環

境

の

創

造

と

労

使

の

課

題

」

で

あ

り

、

そ

の

ポ

イ

ン

ト

は

〝

新

た

な

人

間

環

境

へ

の

挑

戦

〟

。

白

書

は

「

こ

れ

か

ら

の

課

題

と

具

体

的

提

案

」

の

結

論

部

分

と

し

て

次

の

よ

う

に

記

す

。

　

「

生

産

性

本

部

は

、

企

業

別

、

産

業

別

の

労

使

協

議

制

の

成

果

を

踏

ま

え

て

、

ナ

シ

ョ

ナ

ル

・

セ

ン

タ

ー

の

労

使

お

よ

び

政

府

を

加

え

て

の

国

民

経

済

政

策

会

議

（

仮

称

）

の

設

置

を

提

唱

し

そ

の

実

現

の

た

め

の

活

動

を

す

す

め

て

い

く

所

存

で

あ

る

。

」

　

�

年

�

月

�

日

、

日

本

生

産

性

本

部

は

臨

時

理

事

会

を

開

催

。

そ

の

席

上

、

会

長

・

郷

司

浩

平

か

ら

、

「

環

境

問

題

国

民

会

議

」

と

い

う

機

構

を

設

立

し

て

、

生

産

性

運

動

の

立

場

か

ら

環

境

問

題

に

つ

い

て

の

「

国

民

運

動

」

を

強

力

に

推

進

し

て

い

く

べ

き

だ

、

と

の

意

見

が

出

さ

れ

た

。

　

郷

司

は

「

環

境

問

題

産

業

会

議

が

技

術

的

な

面

か

ら

公

害

防

止

に

前

向

き

に

取

り

組

む

の

に

対

し

て

、

国

民

運

動

は

啓

発

教

育

が

主

体

で

あ

り

、

混

乱

し

た

公

害

問

題

を

、

そ

の

正

し

い

対

処

に

つ

い

て

国

民

的

合

意

を

得

な

が

ら

、

前

向

き

に

取

り

組

み

た

い

」

と

説

明

。

こ

の

「

郷

司

構

想

」

は

�

年

度

に

入

る

と

着

々

と

歩

を

進

め

、

同

年

９

月

の

創

立

世

話

人

会

で

設

立

趣

意

書

が

発

表

さ

れ

、

同

年

�

月

�

日

に

は

「

社

会

経

済

国

民

会

議

」

の

設

立

総

会

が

開

か

れ

た

。

（

文

中

・

敬

称

略

）

【

参

考

文

献

】

『

生

産

性

運

動

�

年

史

』

（

社

会

経

済

生

産

性

本

部

、

２

０

０

５

年

）


